
３ 月 ２ ３ 日 （ 土 ） に 、 大 槌 町 文 化 交 流 セ ン タ ー お し ゃ っ ち で 行 わ れ た 「 東 北 ま ち づ く り

オ フ サ イ ト ミ ー テ ィ ン グ 」 に 本 校 生 徒 ３ 名 が 参 加 し ま し た 。

リレートークでは、陸前高田から宮古までの各市町
が、町作りに関する取り組みについて発表しました。

大槌町は、本校の生徒３名が『復興研究会の取り組み』
について発表しました。

リレートーク終了後のパネルディスカッションの様子
です。

高校生の取り組みに参観者からの質問が大槌高校に集
まりました。

ファシリテーター相内さんの進行で、ワークショップ
が行われました。

『三陸に人を呼び込むためには？』という問いに対し
意見を出し合います。



都市圏の若い女性をターゲットにしたグループ大学生の世代に三陸に興味を持ってもらおうというグ
ループ

同じ意見を持った人たちが集まり、アイデアを出し合
いまとめたものを発表し合いました。

三陸の食材を用いた豪華パエリアで町おこしをという
ユニークな発表になりました。

最後に参加者全員で集合写真。 このイベントを最後に大槌町を離れる林さんと一緒に。
本当にお世話になりました。


